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ABSTRACT

本研究の目的は,足浴が睡眠に与える影響に関する文献の文献件数,研究内容を概観す

ることにより近年の足浴 と睡眠についての研究動向を把握 し,今後の高齢者看護における

研究課題の示唆を得ることである.

中山ら (2004)の 先行研究では 2003年 9月 までの足浴による睡眠への効果に関する文献

検討がされてお り,本研究は 2003年 10月 ～2014年の間に報告 された文献を対象 とし,

Web版医学中央雑誌から 13件の論文を抽出した.その結果,睡眠に効果ありとする文献

が 12件であり,これ らの文献に対 して研究方法の妥当性を 3つの視
`点

より検討 した.研究

方法については,主観的・客観的指標を用いて睡眠を評価 しているものが増え,文献の信

頼性が高まるとともに,科学的根拠の構築に寄与 していると思われる。また,これまでの

研究では不眠の原因を明確にした上での研究は少なく,看護実践の有効性をより高めるた

めに,不眠の原因に直接アプローチする足浴方法の研究を進める必要があると思われる。

さらに,高齢者看護においては,個人差の大きい高齢者や意思表示の困難な認知症高齢者

では,評価が困難で研究が少なく,高齢者看護における足浴の効果や認知機能への影響に

関する臨床研究の重要性が示唆 された .

キーワード:高齢者看護,足浴,睡眠
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I。 は じめ に

年齢 とともに睡眠は変化 し,健康な高齢者でも

睡眠は浅 くな り,中途覚醒や早朝覚醒が増加する .

高齢者の睡眠は多相性のパターンとなり,統計に

よると多 くの高齢者が今 日,睡眠障害を抱えてお

りその有病率は加齢 とともに多 くなるとい うこ

とがわかっている。その原因は多岐にわたつてい

る.まず身体合併症やその治療によつても睡眠障

害が生 じる。ほかにも高齢者では精神疾患による

もの,生活習慣,老年期特有の心理的ス トレスに

よるものなどさまざまである .

とりわけ重度認知症の方ではわずか一時間程

度の短時間で さえ連続 して眠 ることができな く

なるといわれている。今後 日本は高齢化に伴い ,

このよ うな症状 を抱 えた患者が増加す ると予想

されている。

一般的な高齢者の睡眠障害に対す る治療 と

しては薬物療法が適用 されるが,副作用 として筋

脱力による転倒・骨折や強い眠気による日中の覚

醒状態の低下,誤喋によつて ADLは さらに急速

に低下 し結果的に介護負担が増加す る場合 もあ

る.

足浴 とい う看護技術はもともと清潔ケアの技

術 として広まつたと考えられる。身体への侵襲が

低い足浴 は多 くの場面でよ り安全に患者 に清潔

ケアを提供するため行われてきた.し か し今では

フッ トケア外来などでも足浴が重要視 され,清潔

保持 とい う目的だけでなく, リラックス効果や下

肢循環の促進 な ど本来の 目的以外で どのよ うな

効果が患者 にもた らされ るのか といつた研究が

多 くなつてきた。

中山ら (2004)の先行研究では 1992年か ら

2003年 9月 までの足浴による睡眠への効果に関

する文献検討がされている.中 山ら (2004)は “足

浴の睡眠改善の効果 に関す る科学的根拠 を構築

していくためには,基礎的知見を得るための実験

的研究 と,看護実践の際の有効性を検証する臨床

研究の両面か ら研究をよ リー層進 めてい く必要

がある"と 述べている。

Ⅱ.研究 の 目的

本研究の 目的は,足浴による睡眠への効果に関

する文献か ら,文献件数,研究内容の観点で概観

し,研究動向とその妥当性について文献的検討を

行い,今後の高齢者看護における研究課題の示唆

を得ることである。

Ⅲ .研究方 法

1.分析対象文献

以下の手順で抽出された 13文献を本研究の分

析対象文献 (以下 :対象文献)と した。

(1)文 献検索データベース医学中央雑誌 (Web版 )

で 「足浴」「睡眠」のキーワー ドで検索を行った

(該 当文献 :61件 ).文献検索の期間は過去 12年

間 (2003年 10月 -2014年 3月 )と した.文献の

検索期間を 12年 としたのは,中 山らの調べた期

間か らその後の足浴 と睡眠 とが関連 した論文を

医学中央雑誌で検索 し,検討するためである。

(2)(1)で得 られた 43文献の うちタイ トル,抄

録から判断 して,明 らかに本研究の目的 と異なる

分類の方がふ さわ しい と考えられ る文献は除外

した (該 当文献数 :14件 ).

(3)上記の方法で得 られた 14文献から,ケース

スタディを除外 した (該 当文献数 :13件 ).ケー

ススタデ ィを除外 したのは科学的根拠構築のた

めの先行文献 として採用 され ることが少ないた

めである .

2.分析方法

(1)対象文献を単純集計 し,3年ごとの年度別に

分類 した .

(2)対象文献か ら,足浴の睡眠への効果があ り

としている文献の研究方法に関 しての検討 をお

こなつた。なお,検討は以下の 3つ の視点からお

こなつた .

①測定項 目の妥当性 (睡眠状態を直接評価 して

いるか)

②対照群の設定 (足浴未実施群 との比較がなさ

れているか)

③統計解析による検定 (結果の差は統計的に有

意なものであるか)

3.倫理的配慮

カテゴリー化を行 う対象文献は、匿名 とし ID化

し整理、分類を行つた。
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Ⅳ .結果

1 対象文献の年次推移

足浴 と睡眠の関連についての文献を年度別に

分類 した場合の対象文献数の年次推移は,2003
年～2005年 2件 , 2006年-2008年 3件 , 2009

年～2011年 4件 ,2012年 ～2014年 4件であつた .

2 足浴の睡眠への効果があ りとしている文献の

割合

足浴 と睡眠の関連に関する 13文献の うち,睡眠

の援助に足浴が有効であると結論づけているも

のは 12件であった。

3 足浴の睡眠への効果があ りとしている対象文

献の研究方法の検討
「足浴」 と「睡眠」が関連ありと結論づけている

文献 12件 の うち,測定項 目が直接睡眠状態の評

価になっていると考えられるもの 8件 ,対照群が

設定 されているものが 9件 ,そ の結果について統

計解析による検定がなされているものが 8件であ

った。この 3つの条件をすべて満たす文献は 6件

であつた.(表 1)

V.考 察

1 対象文献数の年次推移について

中山ら (2004)の 先行研究 (対象期間 1992年

～2003年 9月 )よ り,足浴の睡眠への影響に関

する研究がおこなわれるようになったのは 1992

年からで,2003年 9月 までの約 12年間でされた

研究はケーススタデ ィや複合効果 に対す る文献

を除き 10件である。中山ら (2004)は “10件 と

い うのは科学的根拠 を構築す るための知見 とし

ては必ず しも十分ではないように思われる"と 述

べている。2003年 10月 からの約 12年間におい

て同条件下で今回抽出した文献は 8件であり,継

続的に足浴の睡眠への影響 に関す る研究がお こ

なわれ,科学的根拠にもとづいた看護技術の確立

へ と近づいている。また,実験的研究 2件 ,臨床

的研究 6件 で,近年では,実験的な研究から臨床

での研究へ と移行 し,臨床での有効性についての

検証がすすめられている .

さらに,上記の 「足浴のみ」の研究に加 え,「複

合効果」を含めた研究については今回 5文献が抽

出された.こ の複合効果に関する文献は,中 山ら

(2004)の先行研究においては考察 されていなか

ったが,1992年からの 12年間でも研究 自体はさ

れてお り,以前より足浴 と複合効果の関係は注 目

されていたと考えられる。

2 対象文献における足浴の睡眠への効果につい

て

対象文献 13件中 12件が足浴の睡眠への効果が

ありと結論付けていた.ま た,関連が見出せなか

つた文献では,足浴被験者から「眠 くなった」あ

るいは 「寝て しまつた」 といつた感想が得 られて

お り,足浴の睡眠への効果があることは示唆 して

いたが,統計解析による有意なデータが得 られな

かったことから,足浴の睡眠への効果について結

論づけることができなかった.そ の理 由として

Kwansei gakuin Sleepiness Scale(以 下 KSSと

する)での回答時に,被験者がすでに睡眠後の覚

醒状態であつたため入眠効果が KSS得点に反映

されなかつたことをあげていた◆

3 効果があ りとしている対象文献の研究手法に

関しての検討

足浴が睡眠の改善に効果があるとしている 12

文献の研究手法に関しての検討を行つた.そ の結

果,測定項 目の妥当性,対照群の設定,統計的検

定の 3つ の視点をすべて満たすのは 6件であつた .

中山ら (2004)の 研究によると “睡眠への効果を

科学的に構築するためには被験者の 「眠れた」な

どの主観的な評価のみだけでなく,睡眠自体を客

観的な指標 を用いて評価する研究も重要である .

その客観的指標 も睡眠に関連 した項 目の変化か

ら睡眠への関連性を見ているものは,直接評価す

るものとしては言えない。例 として睡眠中には交

感神経の活動が弱 くなることが知 られているが ,

この指標 による交感神経の活動低下を睡眠への

効果 と置き換えるのは,現状では確立 した手法で

あるとは言い難い.しか し,こ れ らの方法は睡眠

への効果 を間接的な面か ら示唆す るもの として

は有効な方法である"と 述べている .

今回の文献検討において中山ら (2004)の 研究で

示 されている評価項 目の妥当性 あ りとされ るも

のを比較すると,前 12年間では 3件 ,近年 12年

Copyright ③ 2016。 ル″
“

α″Jθ
“
αJ力″

“
α″a/J″α

“
ω′

““
rSJ昭

“
″′

“
ctiCe α

“
J sJz″



54

高齢者看護における足浴が睡眠に与える影響

間では 5件 と件数は増加 している.「足浴 +複合

効果」を合わせた 12件 でみても,測定項 目の妥

当性 とい う点においては 12件 中 8件が妥当であ

った.前 12年間 と比較 して,近年 12年間では評

価項 目の妥当性が高い文献がやや増 えていたが ,

文献の数 としてはまだまだ少な く今後 さらなる

研究が必要 となると考えられる .

また主観的な評価のみに頼る文献は少なく,ア ク

チグラフな どの直接評価 を取 り入れた客観的指

標を多く用いていたことがわかつた。それ らの客

観的指標 とあわせて OSA睡眠調査票などの主観

的指標を用い,主観 0客観の両方の面から評価 し

ているものが 12件 中 4件であつた.研究の妥当

性 としては主観だけに頼 らず,主観・客観の両側

面か ら評価をしてお り,一件一件の論文の評価 と

しては信頼のおけるデータ
｀
となっていると考 え

られる。

さらに研究デザイ ンの妥当性 の検討 として対

照群の設定,統計的検定の実施について調査 した

が,対象文献の中でこの二つの条件を満たしてい

るものは 12件 中 7件であつた。対照群の設定に

おいては,条件を満た しているものについても,

対象 を足浴実施群 と未実施群 に分 けているもの

は少なく,同一の対象者の足浴実施 日と未実施 日

を比較 しているものがほとんどである.同一対象

者を対象 とした文献が多い理由として,対象者 と

な り得 る人数が限 られていることが挙げ られる。

臨床実験を行 うにあたつて,対象 となる入院患者

を確保することが難 しい.そ のため同一患者を対

象者 として実験を行 うことで,対象者の条件を統

一することができ,よ り効率的に実験を行 うこと

ができるeま た、足浴の睡眠への効果が確立 して

いる中で,対象者を足浴実施群 と未実施群 とで分

けると利益の差が生 じるため,対象者全員に同一

の実験 を行 うことで利益の差 を少な くす ること

を理由としてあげられる。

また,足浴 +複合効果 (下肢マッサージ,ア ロマ

テラピー,薬浴,足 ツボマッサージ)の研究に関

しては,対象者が少ないこと,対照群未設定のた

め本 当に複合 させたことによる効果なのか判断

できないことなどもあり,今後実験手法や実験デ

ザイ ンの面で さらなる研究の余地はあると思わ

れる .

4 分析の視点を全て満たしていた文献

クリティークの 3つの分析視点をすべてクリア し

ていた文献は 6件であった。その うち 3件はアク

チグラフと OSA睡眠調査票の主観的評価 と客観

的評価のふたつを併用 した睡眠評価であつた.3

件 ともアクチグラフでの有意差はなく,OSAでの

有意差を認めてお り,睡眠の質があがつたことが

考えられる.高 山ら (2007)の研究は,足浴は客

観的評価項 目よりもむ しろ主観的評価項 目に対

する効果が高く,主観的な満足度が高まる対象者

への足浴 は積極的に活用すべきケアのひ とつ と

考える,と 述べている。その一方で,ア クチグラ

フのみの睡眠評価で有意差 を認 めているのが小

林 ら (2014)の 研究である。小林 らの研究では ,

睡眠状態 に影響 を与えているものを明確 に夜間

排尿 と特定 したことで,客観的データによる立証

ができたのではないか。しか し,主観的データが

ないため総合的に睡眠の評価 は判断が難 しい と

考える。

Ⅵ 。 ま とめ

1992年から,足浴の睡眠への効果についての研

究が行われ,そ の研究は 2003年 10月 以降現在に

わたつて継続 されてお り,そ の多 くは足浴が睡眠

に効果があるとしていた。研究方法については ,

近年,主観的指標 と客観的指標の両方を用いて睡

眠を評価 しているものが増えてお り,文献の信頼

性が高まるとともに,科学的根拠の構築に寄与 し

ていると思われる。また,これまで,足浴は不眠

に効果があると言われてお り,様々な研究がなさ

れてきているが,不眠の原因を明 らかにした上で

の研究は少ない.看護実践の際の有効性をより高

めるためには,不眠の原因に直接アプローチする

足浴方法の研究を進 める必要があるもの と思わ

れる。さらに,高齢者看護においては,研究課題

として,個人差の大きい高齢者や意思表示の困難

な認知症高齢者では,評価が困難で研究が少なく,

高齢者看護 における足浴の効果や認知機能への

影響に関する臨床研究の重要性が示唆 された。
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